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 肺結核症に特異的である乾酪腫の成分,ことに脂肪酸とアミノ酸組成を知ることは乾酪化に関
 一与する細胞をふぐむ生体機構を窺知しうる。同様に肺癌病巣の壊死物質と健常肺とのこれら組成
 の比較検討は,健常肺との代謝関係を知るうえに有効な手がかシとなる。なお肺の代謝異常とい
 われる肺胞蛋白症でも同じく観察を行った。かく肺疾、憲で脂肪酸とアミノ酸ならびに一般組成の
 比較検討は,疾患の特異性と結びつくと思惟し,これを解明しようとした。
競究芳法
 ≦)試料,健常肺イ例・肺結核腫9例,肺癌4例・肺胞蛋白症1例を用い,保存試料の肺胞蛋
 白症を除いて,各々切除肺と剖検試料である。健常肺は肺静置の切除肺から肉眼的に病的所見の
 ない肺組織であり,肺結核腫は胸部写真と切棄肺から肉眼的に空洞のない鶏卵大以下で,結核菌
 培養は陰性の被包乾艶麗である。肺癌試料は肉眼的に自己融解のない壊死病巣より採取し,肺胞
 蛋白症の試料は3生検試料で約2年5ケ月間無水エタノール保存試料である。
 2)方法:各試料の脂肪訳は,Folo五の方法により脂肪酸を抽出し・ジアゾメタンのエー
 テル溶液で脂肪酸のメチルエステルとして3こ轟を水素炎イオン化検出器(島津GC2B型)を備
 えたガスクロマトグラフィーを用いて,脂肪酸の定性定量分析を行った。脂質と不鹸化物はシ薄
 層ク寓マト法・可視部と紫外部領域(日立自記分元元変計EPS-5型)及び赤外線連続吸収ス
 ペクトルグラム(日本分光工R-S型赤外分煎光度計)によ歩,脂質クラスの組成を検討した。
 蛋白質はミクロキエルダール法によウ,アミノ醸穀蔵は,試料を6N塩設で犯5密約26時間の
 加水分解後,アミノ嵌自動分析計(日立KL∫藁型)により,アミノ鹸の定性定量分析を行った。
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 1)一般組成について,水分含有量は,健常肺8z4%,肺癌89%,肺結核唖76.5%,肺胞
 蛋白症6D.4%であり3灰分量は,紬1亥腫詞.5%,r・i∫癌Z4ヲ5,健常肺2.7%,肺胞蛋白症
 2.8拓である(乾物重量1比)。脂質量はr結核,重石.4%,肺癌10.2%3健常肺6.8%,肺胞
 査臼症5.5%である(乾物重量比)o蛋白質∫霊は.,肺胞蛋白症8兜9多,健常肺8α5傷纈亥
 ノニこ7L5%,肺癌71.4%で這うる(乾物董璽量比)0
 2)売旨肪ゆ葦豊成なかスゴクロマトグラムよシみると,α){建常用市はC6:ロ(」G24:iま}ご56
 1匪の∫」1拐方酸を検出した。むもな脂肪酸はpa■皿i七ica.,S七earica.,OユeiCa,.で
 ■、1ハ誘ゴこユaurica.以下の短鎖脂肪L測ま微量成分として数多くみとめる。奇数酸も佳かに
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 存在する。(ロ)肺結核1重は6:0')G26:1まで45種(⊃脂肪酸を検出した。お・もな脂肪酸はラ
 pa■mitica.,o■eica.,s七earicaり■ino■oica.でありドまた高度不飽
 和酸もかなりな程度に検出した。奇数酸と矩鏡脂肪酸,さらにC24以上の長鎖脂肪酸もみとめ
 る。斜肺癌組織は,G7:0～C26:2まで42種の脂肪酸を検出した。壽もな脂肪酸は
 paユ皿i七iCa.,oユeiCa.であり,εヵearica.は比較的少ない。また短鎖と長鎖の
 脂肪酸はかなりな程度に検出した。◎肺胞蛋白症組織はG9:0～G20:4まで20種の脂肪
 酸を検出した。本症は非常に特異的な組成を示し,c21:0は異常に高い含有量をみとめた。
 よって他の脂肪酸は少ない含有量であ外本症は割合に単純な脂肪酸組成のスペクトルを示して
 レ、る0
 5)(1)薄層クロマト法により,ビ}肺結核腫の脂質には,コレステロール,ビタミンA,遊離脂
 肪酸7トリグリセライド,コレステロールエステル(ビタミンAエステル),炭水化物を検出し
 た。(・)各試料の不鹸化物には、コレステロールとビタミンAを検出した。ビタミンAは螢光によ
 りみとめた。(ii)紫外部吸収ス解クトルグラムより・肺結核腫の脂質には,共役こionoica.,
 共役trienoica.むよぴ共役七etraenoica.に起因すると思われる吸収スペクトル
 を僅かにみとめるoGの可祝部吸収スペクトルグラムよ蛎各試料の不鹸化物にはカロチノイド系
 色素をみとめなかった。⑬赤外線吸収スペクトルグラムよ鮎肺結核腫,肺癌組織の脂肪酸メチ
 ルエステルには・一〇一H・あるいは一〇一〇一H基に起因すると思われる伸縮運動をみとめた
 が,トランス異性体による変角振動に基づく吸収は割合に少ない。
 4)健常肺,肺結核窟及び肺癌の各組織5例の混合調室1と肺胞蛋白症組織のアミノ酸組成は,
 アミノ酸自動分析計により分析したGtryp切p互anDは加水分解のとき破壊されるので検出
 されない。⑳健常肺組織には・9種のアミノ酸を検出し睾むもたアミノ酸は・g■y・cinoが
 最も多く,ついで91u七a蟄ica.,pro■ille,巳■an土nG,arginine}a8par七iCa.
 の順に含有する。(口)肺結核腫に1'島{8葱のアミノ駿を検出し・,おもなアミノ酸はg■u七amic
 a.が多く・ついでaspar七icaり■euciΩe・■yeh!eO順に含有する。の肺癌組織に
 は18種のアミノ酸を検出しンむもなアミノ酸は,gユu七a皿ica.が多く,ついでa8pa-
 r七ica.・1eucine,■y'8ineの順に含有する。とぐにtaurinOを検出した。◎肺胞
 蛋白症組織には,18種のアミノ酸を検出し,むもなアミノ醸は,g■麟a塑icaり■euc-
 ine,a8par七iCa.が多く,ついでg■yc±ne,argi且ine7▽aUne,a■anineの
 順に含有する。
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 健常肺,肺結核腫,肺癌及び肺胞蛋白症の各組畿について,α)水分量は病的組織に少たく,灰
 分量と脂質量は,結核腫と肺癌に多い。蛋白質量は肺胞蛋白症例に多いμ2)構成脂肪酸の種類は
 結核遠と肺癌に多い・pa■皿itiCa.とarachidonica・は2肺胞蛋白症を除いて,
 各謝堀て殆んど同一含有量を示した。Unoleica.は織法腫と肺癌に多い。高度不飽和隷
 は結核極と肺癌に僅かに多く肺胞蛋白症にはみとめない。■a1エriCa.以下の短鎖脂肪酸は・
 結核腫よりも健常肺と肺癌に多い。(3)肺結核鷺の脂質には,コレステロール,ビタミン砺遊離
 脂肪酸ヂトリグリセライド・コレステロールエステル(ビタミンA・エステル),炭水化物を,
 各種肺組織の不鹸化物にはタコレステロールとビタミンAを検出した。(ひ各肺組織のアミノ長剣潟
 定性的な差をみたレ・が?遺言的に差を・みとめる。重た肺癌組織に1辻君aurineを少遥1そとゆた。
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 審査結果の要旨
 著者は肺疾患病巣とくに肺結核腫,肺癌壊死物質ならびに肺胞蛋白症肺組織の脂肪酸およびア
 ミノ酸組成の分析を行い,病巣の物質代謝と生体代謝の関連に手がかりを得ようとしている。
 すなわ弘,健常肺4例、肺結核腫9例,肺癌5例,肺胞蛋白症肺組織1例を材料とし,脂肪
 酸に対しては,ガスクロマトグラフィーを用いて定性定量分析を行い,脂質と不鹸化物に対して
 は、薄層クロマト法、可祝部,紫外部むよび赤外線連続吸収スペクトルグラム法を用いている。
 アミノ酸組成に対しては,加水分解後アミノ酸自動分析計を応用し次の結果を得ている。
 各肺組織についててD水分量は健常肺よりも病巣組織に少なく,灰分量と脂質量は、健常肺の
 各々2.7%,6.8%に比して肺結核腫11.5%.155%および肺癌Z4%,1α2%と多い。
 蛋白質量は肺胞蛋白症に僅かに多い傾向にある。励肺結核腫の脂質には,薄層クロマト法により,
 コレステ・一ル,微量のビタミンA,遊離脂肪酸,トリクリセライド,コレステロールエステル
 (ビタミンAエステル),炭水化物を検出した。'委た紫外部の吸収スペクトルグラムより,共役
 aienoicα1.,共役trienoic`Z,むよび共役tetraenoicα、に起因すると思われる吸
 収スペクトルを僅かにみとめる。各肺組織の不離化物には,コレステロールと微量のビタミンA
 をみとめる。漆た可視部の吸収スペクトルグラムより,カロチノイド系色素をみとめなかった。
 肺結核腫と肺癌組織の脂肪酸メチルエステルには,赤外線吸収スペクトルグラムより,一〇一H基
 あるいは一〇一〇一H基に起因すると思われる伸縮運動による吸収をみとめたが,トランス異性体
 による変角振動に基づく吸収は割合に少い。(3〕ガスクロマド法により脂肪酸組成を分析すると,
 健常肺はC6:0～C24:1まで36種類の脂肪酸を.肺結核腫はG6:0～C26:1まで
 45種類を,肺癌組織はe7:0～e26:2茨で42榔須を,肺胞蛋白症肺組織は09:0～
 C20:4唆で16種類の脂肪酸を検出した。構成脂肪酸の纏類は,結核腫と肺癌に多い。
 pa■mitic`Z.とaraChi〔loコicα.は肺胞蛋白症例を除しπア各肺組織に殆んど同一含
 有量を示した。ユino■eicα.は結核腫と肺癌に多い。高度不飽和酸は結核踵と肪癌に僅か
 に多く・肺胞蛋白症にはみとめない。■au・ricα.以下の短鎖脂肪酸は結核腫よりも健常肺と
 肺癌に多い。(43各肺組織のアミノ酸は,アミノ銭日動分析計により分析すると,定性的には差を
 みないが定量的左差をみる。すなわち,健常肺は可ア裡のアミノ猷をみとめ,そのうち,
 91yCineが多く,ついで91UtamiC`Z,,prOline,a■anine.arginineの順
 に含有する。肺結核腫と肺癌組織は急8}・1のアミノ酸のうち・glutaInicα・が多Gつい
 でa5par七icα.1eucine,ユy8ineの順に含有する。肺胞蛋白症組織は18杣のアミ
 ノ酸のうち,9■utamicα・,leacime,a8Partica・が多く,ついでglycineン
 arglnine,▽aUneの順に含有する。また肺癌組織は七aUrineを少量みとめた。
 以上は重要肺疾患病巣の脂肪酸とアミノ酸組成に新たな知見を加え病巣と生体代謝との関連の
 追求に一つの方向づけをする基礎的知見であ動学位を授与し得る価値があるものと判定する。
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